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ホ三大政策。についての若干の考察

(一)

ここにいう、三大政策。とは，孫文の三民主義

と深くかかわる‘述ソ(勝成〕・述共・良工の三

大政策'のことである。それは，第一次国共合作

期，国民革命運動の進肢のなかで中国共産党の側

から提起されたスローガγだったから，周知のよ

うに国共分裂後において，その合意するところに

たいする中国共産党と中国国民党の解釈はまるで

違ったものにならざるを得なかったものである o

前者の解釈の代表としては，毛沢東の「新民主

主義論」をあげることができょう。毛沢東は孫文

の三民主義を前後の二時j切に分け，国共合作に踏

みきった晩年のそれを新三民主設ととらえ，こう

言っている。

このような新しい時期における革命的三民主

鼓，新三民主義あるいは其三民主義は，述ソ・

述共・農工扶助の三大政策をもっ三民主義で

ある。三大政策がないかあるいはそのうちの

一つでも欠けるなら，新しい時期においては，

偽三民主義か半三民主義である 0)

そして新民主主義は新三民主義の継承発展形態だ

とされるのである。この文章が第二次国共合作下

の抗日戦争の時j切に書かれたものであることは当

然留意されねばならないが，それはともあれ，国

共合作後の孫文思想にたいする共産党の側からな

された本質規定として注自するべきものなのであ

るo

一方，後者の解釈によれば，、三大政策'は共

産党が1ttJりだしたスローガソにすぎず，孫、文の三

民主義とは関係のないものだという。代表的なも

のとはいえないにせよ，重要な発言としてよく引

(京仰ぐ3件数N:)狭間 直樹

かれる， 1927年 7月の武漢分共にさいしての願孟

徐の発言をあげよう o

国民党のこれまでの宣言中には，もとより多

くの政策が載せられているが， しかしあちこ

ちで宣伝されている所調三大政策なるものは，

総理遺教・一連の宣言および各種の決議案を

いくら探しでもこいつを見つけだすことはで

きない。……豆大政策は…・・1共産党がわれわ

れのために考えだしてくれたものなのだ。…

…所調三大政策はいかなる会議の決定を経て

もいず，共産党が出しゃばって代りに作って

くれたものなのだ問。

これは国共合作崩壊という中国近代史上でも有数

のドラマチックな場面での発言なのだが，泳三大

政策。の語が遺教，宣言等に見えぬことを根拠に，

それが孫文思想、とは無縁のものにすぎぬと強く主

張しているのである。

しかし孫文を領袖に裁き，三民主義を指噂思

想として国共合作がおこなわれ，国共同党の協力

のもとに反帝反軍閥の国民革命がたたかわれたこ

とは，質言をついやすまでもなく，厳然、たる歴史号

事実なのである。とすれば，立場のちがし、に起国

するこつの解釈の同時存在という状況は克服され

ることが望ましく，そのためにはntt-であるはず

の歴史事実を確定し，歴史の本来の様相を復元す

ることが必要とされるであろう o ここでは，のち

への影響の大きかった泳三大政策。の問題をとり

あげ，そのスローガソがし、っ，どのようにして創

りだされたのかについて，初歩的な考察をくわえ

てみることにしたい。

(ニ)
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‘三大政策かなる誌をはじめて用いたのはそも 機関誌が『人民週刊』であって，その影響力はか

そも誰であ・り，まずこいつごろから使われはじめた なりのものであったという。

のであろうか。 同年12月11日付の『人民週刊』第34期にのせた

前に引用した発言のなかで顕孟除は， r今年

(1927)の正月，江西から武漢にやってきたとき，

はじめてポロヂソ同志が三大政策について説き，

人びとにそれを守るよう勧めるのを聴いた」と言っ

ており，持永敬の詳細な研究もこの回想的発言を

もとに立論されている (3)o しかし突際にはもう

すこし早いのであって， 1926年11月7日刊とされ

る『人民週刊J第30j切のある文章中において、三

大政策。の語が公然、と使用されているのである o

すなわち任卓宣の「われわれが十月革命にたいし

てもつべき認識」と題する文章においてなのだが，

そこで任卓宣は，すでに革命を成功させたロシア

が自下進行中の中間の革命をいろいろな面で民助

していることを述べたあと，こういう。

国民党の改組・五+仲反帝迎動・広東の1，'i命基

盤の強化などはすべて偶然のことではないの

であって，自覚した革命家ならだれでも，そ

れが孫中山の述ソ・述共および工農の三大政

策の結果であり，とりわけ述ソとの関係が小

さくないことを見てとることができょう (4)。

最近数年来の国民革命の発展は，任卓宣の言うと

ころによれば，すべて「孫中山の述ソ・述共およ

び工農の三大政策の結果であるJというわけだが，

ここで注意すべきは，この文章ではじめて現れた

、三大政策'なる新しい術語が孫、文の革命政策の

特色を総括する新名詞として用いられている，と

いうことである o 三大政策という表現方法は，三

民主義を容易に述想、させるという点でも，時代の

雰囲気にマッチじたものであったにちがし、ない。

任卓宣 (5) (1896.......?)は四J11省南充県の出身

で，かつて留仏勤工倹学運動にくわわってフラソ

スで共産党に入党，のちモスクワを経由して帰国

し， 1926年 9月には中共広東区委宣伝部長のポス

トについた〈前任者は張太雷)。中共広東区委の

一文のなかで，任卓宣はもう一度、三大政策'の

語をもちいてこう言っている o 国民党のー全大会

は「帝国主義に反対し，人民の利益を代表する立

派な政綱Jと「立派な三大政策すなわち述ソ・述

共と良工政策j とを確定し，その結果として「一

極の新生命」をふきこまれた国民革命の大発展が

はじまった，と (6) ここでも‘三大政策'の語は

孫文の本命的政策の新たな内容を総括するものと

して用いられている。ほほ・ 1カ月をへだてて任卓

宣は、三大政策グなる新名拐を前後 2度にわたっ

て用いたわけだが，その間かれが同誌上に発表

した別の 21mの文章にはそれは現われていないの

である。すなわち「聯席会議以後Jと「われわれ

の新省政府にたいする希望J(7)がその 2i需の文

章なのだが，それらは，共産党が国民党にたいす

る要求を提出するのにより相応しいテーマのもと

に執筆されているにもかかわらず，かの新語が用

いられていないということは，任卓宣が‘三大政

策。の語をまず孫文の革命政策を契約する耳さわ

りのよい術語として意識していたと考えてよいだ

ろう o

同じころ，中共中央機関誌『縞導』の「読者来

信関Jに*三大政策'の語が見えている。 vs署

名の12月 1日付の投書 (8)なのだが，それは冒頭

からこうし、う o

述ソ・述共・設工の三大政策はだれしもの知

るように中山先生の主張であるが， しかし，

国民党の腐敗分子一ーへ、わゆる孫文主義の偽

の信徒は誤づた方向にふみだし，それに反対，

修正をくわえようとしている。われわれは積

極的につよく駁斥せねばならない。

筆者はみずから広東省平速県の人だというが，平

Jaは福建・江西両省に近い避速の地である。語調

はきわめて激しく， しかも当時ほとんど使われて
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いない‘三大政策'の語を用いていることからし

て，これは任卓宜かあるいはその同志，すくなく

とも任の上引の文章の影響をうけて書かれたもの

であろうと思われるo まずこ，この投書が「孫文主

義の偽の信徒Jを攻撃するとの枠組の一方の極と

して‘三大政策'を配していることも，注意され

てよいことであろうロ

ともあれ，‘三大政策。の語が1926年11月から12月

にかけて，共産党の機関誌に公然と載せられはじ

めたことは，以上に明らかであろう o それにつづ

いてわれわれが眼にしうるのは，、三大革命政策

，とか、三個革命政策'とかの肉類の異称である。

前者は『人民週刊』に登場したとえば，局思来

の文章中の「連ソ・連共および工農利益擁護の三

大革命政策J(9)とか， レーニ y記念号の左右欄

外に配したスローガγの一項I r断回として孫中

山先生の三大革命政策を擁護せんがためにレーニ

γを記念せよ!J (H~ といったものを，あげうる o

後者の例としては，呉敬恒の注兆銘あての手紙に

引用された中共上海区委の「区秘通信七号Jにみ

える「孫中山・彦仲慢の三個革命政策ωJがあ

るo そこではべつに「孫中山・磨仲慣の連ソ・述

共および工農輔劫のこの三個政策」ともある o ま

た，陳独秀が『怨導~ ~こ書いたレーニ γ記念の文

章にみえる「孫中山先生の連ソ・述共・工農扶助

のこの三倍革命政策同Jといったものをあげる

こともできるo いずれも1926年12月から1927年 1

月にかけてのものであるo

以上にあげた、三大政策。ないしその肉類異称

の用例はすべて共産党の機関誌からのもので， し

かもそのほとんどは公然、と使用されたものであっ

た。 1927年のはじめ，国民革命の中心が両湖地方

へと移ると，その地の大衆運動のなかに、三大政

策'のスローガγが多用されるにいたる。 w漢口

民国日報』によってその一端を垣間みると，まっ

さきに大衆運動のλ ローガソあるいは宣伝文章中

に泳三大政策。の語をもちいたのは，漢口学生述

合会と国民党漢口市党部青年部である ωム漢口

学生連合会がレーニγ記念週にむけて発した『宣

言』の末段に配されたスローガYの項の第三条

(全6条中)の「孫中山の述ソ・連共・工農の三

大政策を擁護せよ」というのがそれである o レー

ニソ記念日は 1月21日であるから，この宣言は 1

月15日ごろに作成されたものであろう。もうひと

つの青年部のばあいは， リープクネヒトとルクセ

γブルグを記念するようよびかけた文章中のもの

でI r中国の民族運動は，この民族主義の扶のも

とに，この連ソ・連共・工農の三大政策のもとに，

かつてないほどの長足の進歩をみた・…ooJといっ

ている。

『漢口氏問日報』にみるかぎり."三大政策。

の用例は 1月中はあまり多いとはいえないが，

2月になるとにわかに増加する o 、三大政策。な

るスローガγは誕生いらいわずかに 3カ月をへた

ころには，国民革命運動のなかでかなり重要な役

割をしめるにいたっていたわけである。しかし第

一に，スローガンの配列順序にみるかぎり，‘三

大政策'が最重要の地位を占めているわけではな

いことは注意されねばならない。たとえば，国民

党湖北省党部の遷都歓迎宣伝大綱に付されたスロー

ガソ全22条中I r総理の述ソ・連共・農工の三大

政策を擁護せよ」は第四条に置かれている ω，

という具合なのである。第二は，任卓宣をもふく

めて‘三大政策'の三番目の政策を，あるいは

「工農Jと書き，あるいは「農工Jと書いている

ように，その用語が一定していないことである。

これらのことは¥¥三大政策。にたいする中共の

当時の意識情況の反映いがし、のなにものでもない

のである o

(三)

前節でみたように，‘三大政策。なる新名詞は

1926年11月に任卓宜によって使われはじめたのて。

あるが， しかしこの語の誕生はけっして偶然、のも

のではなく，それ相応の歴史的条件と社会的背景

のもとに生みだされたものなのであった。

周知のように，孫文は1924年 1月，右派の反対

をおさえて国民党一全体会を開催し，第一次国共

合作はここに正式に第一歩を踏みだした。大会宣

言の末に附された「国民党の政綱」は国共同党の

推進すべき反帝反軍閥の国民革命の最小限綱領で

もあるが，そこにはのちに、連ソ政策砂、農工政策

，と帰納されるようになるいくつかの具体的条項

がたしかに含まれているのである。

それから 2年有余，国共合作のもとで遂行され

た国民革命は全世界の耳目を箆動させるほどの急

速な展開をみせるのだが，それは，革命陣営の内

部，とりわけ国共両党のあいだに多くの矛盾をは

らみつつ肢関されたのであった。両党関係を共産

党の国民党にたいする対応策という視角からみる

なら，それは1926年春をもって前後二時j切に分け

られるであろう o 1926年春，とあいまいに言うの

は 3月20日の中山舷事件と 5月15日開会の国民

党2期2中全会を一括せんがための措詞である o

3月の白色テルールの発生時には渦中の人もかな

らずしも事態の真に意味するところを把握しきれ

なかったかのごとくなのだが 2中全会の「党務

整理案Jに直面してからは蒋介石の其の意図をだ

れしも明白に理解し，その結果，共産党がこの新

しい局面に対応する方針を採用するにいたるから

であるo

1926年の春以前においては，共産党の側は国共

合作の前途にたいし基本的に楽観的な見通しをもっ

ていたかのようであるo もちろん，国共合作推進

の最高指導者である孫文の逝世，もっとも確固と

した革命派の領袖である摩中'慢の暗殺，といった

不幸な事件が前途に暗影を投じなかったわけでは

ない。また，共産党の側が無条件に国民党全体を

信用していたのでないことは，国民党を複雑な成

分からなる諸階級の述合政党，と規定していたこ

とに照らしても明らかなところである。げんに共

(17) 

産党の領袖，際独秀は国共合作発足の当初にすで

に「社会主義を信奉するか否かを基準にするので

はなく，革命分子か非革命分子かを基準に」国民

党内の左・右両派を区別すべきことを説いていた

ωoまずこ，孫文逝世後のことだが，中共の最高

額導機椛，中央局の委員察和森はI rただ，あら

ゆる革命的中山主義者が国民党自身の左派となる

ことを願うJといい，あわせて「中山主義の最重

要の内容jを以下の四項であると規定した。

一，徹底的にあらゆる帝国主義およびその附

属物である軍閥・買@階級に反抗する・・

ニ，中山先生のおしえである中国民族と世界

無産階級の領袖ソヴエトロシア〔蘇俄〕と携

手する方針を格守する。

三，一切の反革命派分子と決絶する。

四，革命の中心勢力である工農大衆の利益を

保護する政綱を遊行する同。

見られるとおり，陳独秀・察和森の言うところに

よれば，国民党が左右両派に分かれるのは客観的

にそうならざるをえないのであり，その左派が共

産党と共同行動をとるのはほとんど必然的なこと，

なのである。しかも，共産党は1925年10月の 4期

2中全会(10月拡大会議)の政局分析ならびに党

の任務に関する決議案のなかでI r広東の現在の

政権は国民党左派の手中にあるJ(J:nと規定して

いた。このような認識に立っかぎり，共産党が合

作の前途に楽観的であったのも，けだし当然、のこ

ととされねばならないであろう o

しかし広東のこの情況は1926年春をもって一

大転機をむかえた。同年 7月の中共4期 3中全会

(7月拡大会議)の一決議案ははっきりとこういっ

ている。中山般事件や国民党の 2中全会の決議は

共産党にたいする攻撃であり I r広東方面で目下

政権を掌握しているのは武装した中間派であるJ

凶と。ややのち，中共中央局委員嬰秋白はさら

に一歩を進め，広東の政情を報告する文章のなか

で「中間派独裁政権」 ωという表現を用いるに
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いたっている o いうところの、中間派'とは国民

革命軍総司令蒋介石とその支持者をさすものであ

ること，もちろんである o

蒋介石の政権掌撞の霞接の結果は，国民党左派

をもふくむ革命派が客観的に活動面で種々の困難

に直面せねばならなかったこと，そして主観的に

も精神的畏縮の状況におちいったこと，これであ

る。たとえば，中共の指導下にある共産主義青年

間のなかに rおおくの同志、が恐怖し，サボリ，

会議に出てこなくなり，さらには退団をもとめた

り，改名までする動揺した同志がでてきたのであ

る側J0 それにたいして，孫文主義学会などの

反動組織は時を得がおに活発に動きはじめた。さ

らにいえば，当時 r外部の一般の人びとは，国

民党と共産党の合作がつぶれたのだ，とふつう考

えたし，とりわけ一部の貧官汚吏連は，最高党部

が総理の農工政策を変更したのだから，農工運動

を扶助する必要はない，と考えるまでになり，ま

すますしずこい放題に農工を抑圧したのである (21)J 0 

国民党の右傾化という思いもかけなかった事態

に直面して，共産党が 7月拡大会議で採用した新

方針はつぎのようなものであった。すなわち，

「国民党内におけるわれわれの政策は，左派を拡

大し，左派と密接に連合し，かれらと共向して中

間派に対応し，公然と右派に反撃をくわえる，と

いうものでなければならない (22)J。ところで，

前年の10月拡大会議で確定された方針は，左派と

連盟をうちたて，かれらを助けて国民党を発展さ

せ，同時に右派に反対していく，というものであっ

た。(当時，左派が権力をにぎっていると共産党

が考えていたことに注意!)これらこつをくらべ

るなら，新方針の特徴は，第一に，以前の左派を

いまでは左・中のニ派に区分したこと，第二に，

以前には権力の座にある左派をたすけて国民党を

発展させようとしていたのにたいしいまでは権

力をもたぬ左派とむすんで権力をとった中間派に

対処しようとしていること，にあったということ

ができる。

共産党が対応に苦心していることは一目瞭然で

あるが，もともと 7月拡大会議後に共産党がとろ

うとして検討をくわえた方針のひとつは， じつは

、倒蒋。の方針であった。しかし，権力掌握後，

北伐を敢行したことにより，蒋介石がますます勢

力を拡大したため，共産党がとりえた方針は，

倒蒋'ではなく、在蒋合作'でしかありえなかった。

つまり，‘狂蒋合作'とは国民党の権力を党権と

軍権に分け，中山鑑事件後フラ γスに逃げていた

涯兆銘を呼びもどしてかれを左派の最高領制iに据

え，党権をにぎらせる，というものである(お)。

国民党はいつかんして、以党治国'の党なのだか

ら，そのさい共産党が在兆銘の党椛でもっ"で蒋介

石の寧権をコ γトロールしようとしていたことは，

容易に予想されてよい。

しかし思惑はあくまで思感にすぎないのだか

ら，方針を実効あらしめるには，それ相応の力が

必要とされよう o 国民党内の左派の力量を集中す

ること，これが共産党のかかげた方針であった。

目標はさしあたり， 10月に開催が予定されている

国民党中央執監委員及各省党部聯席会議(15.......28

日開会)におかれた。中共中央が広東区委にあて

た9月17日付の手紙ではこういっている o rこの

たびの会議にたいしては，左派に誠意、ある合作の

態度を極力しめし，左派と共同して，左派政綱を

制定し，左派に行動の基準をあたえJ，あわせて

「この左派政綱を会議開会前に民衆に宣伝し，…

…会議開会時には……大衆の力で大会を左傾させ

るようにせねばならない(剖)J 0 しかもこの手紙

のなかでは「この政綱は特委がすでに起草しおえ

ているJとまでいっているのである。共産党は9

9月中旬にすでに‘左派政綱'の基本的内容をき

めていたのみならず，ひろく宣伝する準備までし

ていたわけである o 左派が多数をしめる「聯席会

議Jが法認した、左派政綱。はつぎのようなもの

であっ
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一，総理の連ソ・連共政策を擁護する

こ，西山会議派に反対する

三，総理および摩先生がに遣された農工政策

擁護する o

四，涯精街先生を擁して領袖とする(お)

これが察和森の1925年5月の4項左派条件に似か

よっていることは，一見して明らかだろう o 奈の

4項条件第 l項の反帝云々がホ左派政綱'第 4項

の擁涯に変えられているが，これは局面の発肢に

ともなう戦術の具体化と見るべきであって，とり

たてて問題にするにあたるまL、。このほかにも若

干の差異がないわけではない。そのーは，かつて

右派と称されていたものが，いまではそのものず

ばりに西山会議派と書かれていること，そのこは，

孫文とならべて「摩先生Jの名が「良工政策Jの

うえに冠せられていることであるo これらの差異

はともに情勢の変化を反映したものであって，共

産党が局面の展開に木目こまかく対応しようとし

ていることを示している o いま，西山会議派につ

いて触れる余裕はないが，生前，其の左派の領袖

とされた摩仲慢についてひとつだけ補足しておこ

うo 7月拡大会議のすぐあとにむかえた彦仲償殉

難一週年記念にさいしての宣伝大綱ではこういっ

ている r摩先生はもっとも忠実にしてもっとも

勇敢な中山主義の信徒であり，同時にまたもっと

も徹底的にして急、進的に国民革命を実行した領袖

である。かれはたんに総理をたすけて革命の理論

一一三民主義を完成しただけでなく，革命的政策

一一昔ソ政策・農工政策を確定したのである(お)J 0 

これは国民革命軍総司令部政治部の刊行にかかる

パソフレットのなかの一節であるが，国民党が，

孫文を助けて革命政策を確定したその功績を称揚

していることはやはり往意されてよいだろう口

察和森の 4項条件をもとにして*左派政綱'が

構想されたらしいといっても，後者には見逃すこ

とのできぬ新しい内容もふくまれていた。つまり，

前者の第 2項「携手蘇償jにあたる後者の第 l項

には， r連俄Jとともに「連共Jのー詞が挿入さ

れていることである。このスローガγは，以前に

はあまり見かけなかったものといってよい。?こだ，

ここで挙げるべきは， 1925年12月の陳独秀の文章

であろう。そこでかれは r方針面において，

(国民党の)左派は，帝国主義と軍閥に反対する

国民革命を実現しようとすれば，国外では蘇俄と

連合し，国内では工農階級および共産党と連合せ

ねばならぬことを，理解している (27)Jと述べて

いる o ここには，国民革命突現のために国民党が

連合せねばならぬとされる，ソ連と工農・共産党

がはっきりと提起されているのであって，これは

疑いもなくのちの、逮ソ，連共，農工の三大政策

'なるものの澄鰭といってよし、。しかし同時に，

この段階ではスローガYとしてはまだ十分には固

まっていないこともたしかである o おなじ文章の

後段で， r左派が三民主義を実行しようとするな

弘、述ソハ共産党との合作。、階級闘争に反対

せぬことぺこれらの実際に必要な政策を採用せ

ざるをえないJと，おなじことを別の表現で述べ

ていることこそ，その未成熟性はよく反映されて

L 、ょう。

いま未成熟云々と大雑把にいったが，もちろん

3項目それぞれに様子はちがっている o 見られる

とおり，、連ソ。のー句はこのときすでにほとん

ど定着しているといえる。また‘農工'のー句も

1926年初には定着したかのごとくである。 3月12

日の総理逝世記念日にむけて『人民週刊』が提起

した宣伝大綱のスローガソのなかには， r (11) 
述ソ政策を擁護せよ」との一項とともに， r (7) 
農工政策を擁護せよJというものが掲げられてい

る(28)ことを，その一証としてあげておこう o

ここでは検討を要するのは，‘連共'のー句で

ある。さきにあげた陳独秀の1925年末の文章には

「工農階級および共産党と連合するJとの一節は

あるのだが，あとで「共産党と合作するJと言い

かえていることからみて，のちの、連共。とおな

一、¥
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じくらい強い意味をこめて使おうとしていたのか

どうかは疑問なしとしない。むしろ，当時の共産

党は基本的に国共関係を、容共'の論理でとらえ

ていたと見るべきだろう o 際独秀の上引の文章を

うけて中共中央局委員・彰述之が国民党右派に反

駁する文章を書いているのだが，そこではこうL、っ

ている o r右派は口ぐちに中山主義を遵奉すると

言いたてているが……共産党員を受け容れて〔容

納共産党〕国民党に加入させることは，完全に中

山の決定するところであることをことに理解して

いない (29)Jとo また，もう一人の中共中央局委

員強国京も r孫総理の共産分子を受け容れて

〔容納共産分子〕革命勢力を集中しようとの泣旨」

(30)との言い方をしていることなどは， 1926年春

にさきだっ直前の時期におけるー，ニの例なので

あるo

1926年の 7月拡大会議以後，共産党の側は国共

合作の内容は両党の連合関係ととらえるべきだと

認識するにいたった。管見のかぎりでは，、連共

，とのこ宇一句の新語がはじめて1926年9月13日

の陳独秀の『摺導』読者の質問に答えた文章のな

かに出現する。しかもそれは「中山先生の農工利

益擁護・連ソ・連共，この革命政策…… (31)Jと，

例の 3項目を並称するかたちで登場するのであるo

共産党が「連共Jなる語を提起するにいたった背

景として，ニつのことが指摘されねばならないだ

ろう o 第一は，由民革命の進展とともに共産党の

力量が飛摺的に増大し，権力をにぎった中間派に

対抗しうるくらいにまでなったことであるが，こ

の点はここでは述べないことにする。第ニは，国

民党の 2中全会が議決したいわゆる「聯府会議組

織案Jが客観的にはたした役割である o 中間派に

よって提出されたこの、組織案。によれば，国共

両党間の紛糾問題は両党の聯席会議により解決さ

れることになっていた。とすれば，共産党の側が，

国共両党間の関係は連合関係にほかならなかった，

と考えるにいたるのはきわめて自然、のことであっ

たはずである o げんに，ややのちのことだが，モ

スクワにおけるコミ γテルγ第7回プレナムで諌

平山(中共中央執行委員・広東区安駐国民党中央

党図書記)は，この 2中全会こそ「権利面におい

て共産党を国民党と平等の地位に置いたJものだ

と報告している (32)が，それはことがらの一面を

するどくついていたのである o 、組織案。は，い

うまでもなく 9 もともと蒋介石の共産党抑制j策と

して出されてきたものであったにもかかわらず，

まるで逆の意味あいを帯びるにいたったのは歴史

の弁証法というべきであろう o そして"容共。

から、連共'への変化のなかにこそ国民革命の発

展の具体的な内容が反映されていたのて・あるo

さて， 1926年9月，陳独秀が，中山先生の革命

的政策は「農工利益擁護・連ソ・述共Jだと総括

したのとほぼ時をおなじくして，かの、左派政綱'

が作成された。前述したように，その第一綱に

‘連ソ・連共政策。が，第三綱に‘農工政策。が配さ

れているのである o 要するに，、左派政綱'は察

和森のさきの左派4項条件と膝独秀の間切した孫

文の三つの革命的政策なる観点とを結びつけたも

の，と言えるのである。ここまでくれば，連ソ・

連共・農工政策の頭に‘三大政策。なる総括名称

を冠ぶせることは，必然的なことでさえあろう o

共産党と国民党が複雑かつ激烈に鈍を削っていた

革命根拠地広東において，宣伝方面の担当者は当

然に耳あたりのよいアトラクティフ.なスローガソ

を日夜考えていたであろうが，中共広東区委宣伝

部長任卓宣が、三大政策'なるこの新名詞を『人

民週刊』誌上において，公然と使用する栄誉をに

なったのである o

このあと、三大政策'のスローガソが大衆的に

広まってし、く状況の一端は，すでに前節末に略述

した。 1927年3月12日，孫文逝世2周年記念Bに

武漢で開催された 100万人の大衆集会はその宣伝

過程におけるピークであったろう。たとえば，言宗

延問を総主席にいただいて開催された武昌の大会
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では，第二提案として「総理の連ソ・連共・農工

の三大政策を路行するJとの提案が通過させられ

たりもしているのである (33)o このことから見れ

ば，共産党の大衆運動の圧力でもって左派を支援

し中間派を制御しようとの方針は成功祖に展開

されていくかのようであった。しかしまた，その

とき開かれていた国民党 3中全会の決議案中に

市三大政策。の文字を使用させるにはいたらなかっ

たのである o 3中全会以後，とりわけ 4 ・12から

7 0 15にかけての時期は，検討すべき問題が多い

ので，稿を新たにせねばならない。

(四)

以上， 1924年 1月の国民党一全大会から1927年

3月の同 2;国 2中全会にかけて，広東革命政権内

部における国共関係の推移を背景に*三大政策m

についての若干の問題を考察してきた。当初，共

産党の側は国共合作にふみきった孫文の革命的政

策のしかじかの面をとりあげて，、連ソ政策。だ

とか、農工政策。だとか，定式化していた。 1926

年春以後，蒋介石独裁政権に対抗すベく共産党は，

国民党左派を支援してともに中間派に対処し右

派に反対する，との方針をうちだした。このとき，

「共産党は権利面において国民党と平等の地位に

処るJことを余儀なくされ，合作の中身が、連共'

関係にほかならないと認識するにいたる。そのあ

と， 1926年11月，任卓宣により、三大政策'なる

新名詞が公然、と使用されるにいたった。、三大政

策。なるスローガγが誕生するにいたる歴史的な

道筋は基本的に以上のようだったのである。

‘三大政策'の各項が孫文の革命政策の内容を，

国民革命の発肢と変化に即応、しながら総括して提

出されたものであったからには，顕孟除の「三大

政策は……共産党が出しゃばって代りに作ってく

れたものだからJ，孫文思想、とは無縁のものだ，

とする見解に与するわけにはいかない。国民党一

全大会の「宣言」には‘連ソハ農工。政策の具体

的内容がふくまれていたし， λローガYという角

度からしても，、連ソ。はもちろん問題にするま

でもなく，、農工。も1926年春以前にかなり普通

的に使用されるにいたっていた。問題は、連共'

であるが，国共合作下の両党関係を、連共。とい

う二字よりなる一語でもってする表現法が耳にな

じんだものとなったのは，たしかに1926年秋以降

のことである。本稿の考察期間をわずかにはずれ

るが， 1927年4月5日のかの「在精街陳独秀連合

宣言」に「孫、総理の連共政策 (34)Jと明言されて

いるのが，そのなによりの証左であろう。要する

に，国民革命の発展そのものが両党関係の実質を

、連共'と呼んで違和感をいだかせぬようにさせ

るにいたったのであってかくして‘連ソ・連共・

農工の三大政策'なるスローガソが創られること

になるのである o

一方，毛沢東が「新民主主義論Jにおいて孫文

の新三民主義にたいして下した規定は，やはり後

の時代になされた本質規定であって，具体的な歴

史過程のすべておおうものでないことも注意され

ねばならない。とりわけ注意すべきは居共両党関

係についての表現である o 合作開始の当初には，

、連共。なる言い方はなかったのに，のちにはか

なり普通的に用いられるにいたった。‘連共'の

語，そしてそれをふくむ、三大政策'なるスロー

ガyの誕生の過程そのものが実は国民革命の豊富

かつ複雑な歴史的内容の一端を如実に反映してい

たのであった。中国近代史上における孫文の役割

が巨大であればあるだけ，歴史事実の確定はより

慎重になされねばらないであろう。
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は中共広東区委の国民党左派の存在を否認する

意見を駁さんがためのものだから， 12月13日の

中共中央漢口特別会議(r中国共産党歴時重要

会議集J上 (上海人民出版社 1982年， 69頁)

をうけた中央からの通達も‘三個革命政策。の

語を用いていたのではないかと推測されるo

ω独秀 r;91l寧逝世三週年紀念之中国革命運動J， 

F締導Jl 184期 1927年 1月21日。ただ，ややあ

との「革命与民衆J (r摺導J第 186J切)では，

「反工農運動Jは右派の「三大政策之一Jとの用

い方をしている o

(13) r漢口氏国日報j]1927年 1月17日o

(14) 同注目， 1927年 2月18日o 他のばあいも，お

およそ真中かもうすこし後に配されている。

(15) 独秀「国民党左右派之真意義J， r機導』第

62)関 1924年 4月23日o

(16) 和森「何調国民党左派?J， r織導』第 113

期 1925年5月 3日o

間 「中国現時的政局与共産党的職任議決案J• 

日本国際問題研究所中国部会編『中国共産党史

資料集Jl 2 (東京 勤草書房， 1971年)28頁所

収。

(18) r中国共産党与国民党関係問題議決案J，中

共中央書記処編『六大以前Jl (北京 人民出版

社， 1980年) 595頁。おなじ会議の「中央政治

報告」では， r新右派(即中派如戴季陶j待介石

等)J (同 593頁)と言っている。以前には蒋

介石は，在兆銘・胡漢民・呉敬恒等とならべて

「左派的領袖Jと規定されていた(独秀「甚肢

是菌民党左右派?J， ~稽導Jl 137J切 1925年

12月3日) 0 

(1功 「謹秋自由号回来報告J (1926年 9月) ， 

『広東広党・団研究史料Jl (広東人民出版社

1983年，香港影印版) 415頁。

側 「共産主義青年団広東区委工作総報告J， 

， w広東区党・団研究史料Jl 380頁。

判統国「三箇月来会務報告一一8月19日拡大会

議報告J， W惣頭J第19・20j羽合刊(北京 人

民出版社， 1982年影印) 7頁。

~~注18所掲関係問題議決案， 596頁。ここで注

意されるべきは，かつて架和森が国民党を左・

中・右の三派に分類した(同注16)のにたし、し，

ややのちの10月拡大会議が中央派結時を立てる

ことは革命に不利だから誤り(r中国共産党与

中国国民党関係議決案J，関注17資料集38頁)

としていることであるo

~~ r中共中央給広東信J (1926年 9月22日) ， 

『広東区党・図研究史料j] 412頁。

~4) r中共中央致専g的信J (1926年 9月17日) ， 

『広東区党・団研究史料Jl 424......， 5頁。

~~ rKMT中央地方聯府会議経過情形J， W広

東区党・図研究史料J468頁。

e母 「彦仲|笠先生殉難週年紀念宣伝大綱J， W彦

仲i宣先生逝世週年紀念特刊Jl (国民革命軍総司

令部政治部印行 1926年 8月20日)87頁。

伝方注18所掲独秀論文。[補]さらにいえば， 19 

25年10月の中共中央10月拡大会議の「中国共産

党と中国国民党の関係についての決議案Jの末

段の付表中に「左派:ソ連・共産党と連絡するJ

との表現がみえる。注17所掲『中国共産党史資

料集』にはその日本語訳が収められているのだ

が，その原文を見つけることはできなかった。

のち森時彦氏より『趨世炎選集Jl (四川人民出

版社 1984年) 331頁所載の表がそれと問じも

のであることを教えられた。両党関係という視

角からみれば「連絡Jの語は「連合Jより軽い

ニュア γユであろう o
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(お)

~~ r中山先生紀念日宣伝大綱J， W人民週刊J

第 5j明(紀念中山先生号 1926年 3月20日) 0 

~~述之「国民党中之左右派的争関与共産党J ， 

『部導』第 138J出 1925年12月10日o この文章

で彰は，左派の賛成する「革命的政略Jを「第

一次大会所決定与孫中山索来所主張的，如聯俄・

保護工農利益等Jと説明しているo

oq 国泥「中国国民党第二次大会的教訓IJ， r締
導』第 145;切 1926年 2月10日。

o1) r読者之声(独秀答)J， W鵠導』第 171j明

1926年 9月20日o

ø~ r郡平山提出的関子中国問題的書面報告」

(共産国際執行委員会第 7次拡大全会第11次会

議 1926年11月29日)イ『共産国際有関中国革

命的文献資料』第 1碑(北京 中国社会科学出

版社 1981年) 184頁。

開 「武陽夏三鋲挙行総理逝世二週年紀念之熱烈J， 

『漢口民国日報Jl1927年 3月14日o 100万人と

号称される集会の内訳は武昌30万人，漢口70万

人，漢陽6000人と記されている。

o4) W六大以前Jl 755頁。

〔補論 1 J 

孫中山研究国際学術討論会に参加して，魯掠

祥氏の「三大政策研究中的幾個問題Jを拝読す

ることができた。そこではこう述べられてし、る。

r1926年11月4日に限独秀は中共中央政治局会

議において『国民党問題について2との報告を

おこなった。……(その報告中に引用された)

左派政綱に‘迎在復職，継続総理聯俄・聯共・

扶助工良三大政策'とある(r中共中央文献選

科.n(2) 281'"'-' 2頁)。これは当面見うるものと

して，三大政策の概念を完全な形で提出した最

初の文献であるロ J

これは11月7日付の『人民週刊J第30期所哉

の任卓宣の文章にくらべていささか早いものな

のでv 陳独秀が、三大政策。なる新名認の最初



鉛

の発明者で，その中央報告をうけて広東区委の

任卓宣が最初に公然と使用したと考えたくもな

る。

しかし，任卓宣が陳独秀の報告を読んでから

『人民週刊』の文章を書くことができたのであ

ろうか。この問題はよく考えねばならない。陳

独秀の報告は上海でなされた。当時，上海一広

州問の船便はふつう 1週間前後を要した(使を

待つ時間は含まない) 0 一例をあげると， 1926 

年10月4自に上海の中央が広東区委におくった

手紙が広東区委で討論されたのが10月18日，返

信の日付は10月21日，というぐあいなのである

( r広東区党・図研究史料.n 459頁) 0 r人民

週刊』の実際の発行日は11月7日より少し遅れ

たようであるが，それは最大でも 1週間以内と

判断される。任卓宣が陳独秀報告を読んで書い

た可能性は，もしあってもかなり小さいと見な

ければならない。とすれば，陳独秀と任卓宣は

それぞれ独自に1926年11月初めに、三大政策'

なる新名詞を使いはじめた，と考えるのが穏当

であろうと思われるo

陳独秀が‘三大政策'というこの新名詞の発

明者である可能性はかなりあろう o しかしも

しそうなら，その後，数カ月のあいだ陳がなぜ

それを使わなかったのか，という疑問がおこら

ざるをえない。 12月13日の中共中央漢口特別会

議の「政治報告Jのなかで，陳独秀は「孫、中山。

摩仲{量的聯俄・聯共・扶助農工這三個政策」

( r近代史研究』総第34期，胡度運論文 291頁

所引，これを入手したのは会議直前の10月末で

あった)といい r縞導』第 1841切(1927年 1

月21日付)でもまだ、三個革命政策。と蓄いて

いるのである o かれが、三大政策'なる言い方

を用いたのはようやく『稽導』第 186期の文章

においてなのであった。とすれば， 11月4日に

陳独秀が、三大政策'の語をもちいたとき，か

れがそれをさして重要なものと意識してしリムV つ

た，と考えねばならないであろ~? 0 

〔補論 II) 

本稿の締切を 5日後にひかえた自に，江田憲

治氏から『黄塙潮.n (賀塙同学会宣伝科縞斡股

編)に陳独秀・任卓宣よりさらにはやい‘三大

政策'の用例があることを教えられた。すなわ

ち，呉普珍十我何対総理的聯俄聯共政策懐疑

鳴?Jの「我何知道総理決定、聯俄。‘聯共。

‘農工'三大政策以後……J(第11j関， 1926年10

月3日)，余酒度「寅域同学会目前重要工作J

の「総理対革命的参大政策 :A聯俄……， B聯

共……， c擁護農工利益……J (向上) .や

「最近宣伝大綱」の「及至〈民間)13年本党改

組後，…・・確定、聯俄，、聯共。、農工'三大政策j

(第12期， 10月10日)等々である。これらのも

のは，、三大政策'なる新名詞の誕生問題にとっ

ての新資料であるばかりでなく，賀補軍校の国

民革命における役割をさぐるうえでの重要資料

でもあるo このような資料が発見されたからに

は，それをとりこんでこの文章を書きなおした

く思うのだが，問題はあまりにも大きく，許さ

れた時間内に処理することはとうてい望むべく

もない。そこで r寅塙潮』をめぐる問題につ

いては，新稿を準備させていただくことにする。

各位の寛怒をお願いするしだいである o (1986 

年12月31日，改稿提出締切の日に記す)

付記:本稿は， 1986年11月に中国の広州市

と中山市で開催された「孫中山研究国際学

術討論会Jへの参加論文(10月11日郵送)

をもとに，討論会で得られた新たな知見を

とりこんで成ったものの日本文である。筆

者の中国語の能力からして， 日本文と中訳

文とではわずかに異る部分があることをお

断りしておく o なお，新稿は『東洋史研究』

第46巻第 2号に掲載。


